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リン濃度のカットオフ値は、それぞれ<83.0 mg/dl、>6.5 g/dl および>3.3 g/dl であれば予
後不良である可能性が高いことを示すことができた。第１章第 2 節では、前節で血糖値が有
用な診断項目であったため、ヒト用携帯型血糖測定器（PBGM）である i-STAT 1 および
Precision Xceed が牛医療において利用可能か否かを検証するためにヘキソキナーゼ法を標
準法として精度および正確度について評価した。その結果、i-STAT 1 および Precision 














変化を観察し、日齢の異なる子牛で比較した。その結果、1 ヶ月齢未満または 6 ヶ月齢以降
の子牛へのエンドトキシン投与は、少なくとも白血球または肝臓のいずれかにおいて TLR4、
NFkB2 および STAT3-mRNA の発現量を増加させた。しかしながら、1 ヶ月齢未満の白血球






























































研究の成果   
本研究成果をまとめると、以下のことが明らかとなった。 
１．マイコプラズマ性気管支肺炎罹患子牛において血糖値、血漿中 TP およびグロブリン濃
度がそれぞれ<83.0 mg/dl、>6.5 g/dl および>3.3 g/dl であれば予後不良と診断できる。 
２．ヒト用携帯型血糖値測定器のうち i-STAT 1 および Precision Xceed は、牛診療において
も応用可能である[71]。 
３．マイコプラズマ性気管支肺炎罹患子牛において、BALF および血漿中エンドトキシン活
性値がそれぞれ 4.39 および 0.104 EU/ml 以上であれば、予後不良と診断できる[72]。 
４．1 ヶ月齢未満または 6 ヶ月齢以降の子牛へのエンドトキシン投与は、少なくとも白血球
または肝臓のいずれかにおいて TLR4、NFkB2 および STAT3-mRNA の発現量を増加
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